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(57)【要約】
【課題】複数の異なる周波数帯の送受信を可能としつつ
小型化を実現することができるアンテナ装置を提供する
。
【解決手段】アンテナ装置１Ａは、誘電体基板２に形成
される多層構造のアンテナ装置である。第１の平行線路
１１は、互いに平行に延びる２層の導電性パターンで構
成される。第１の平行線路１１は、第１の周波数帯につ
いては先端開放型の折り返しダイポールアンテナとして
動作し、第１の周波数帯よりも高い第２の周波数帯につ
いては信号の伝送線路として動作する。第２の平行線路
１２は、第１の平行線路１１の途中から枝別れして互い
に平行に延びた後、逆方向に折れ曲がった２層の導電性
パターンで構成され、第２の周波数帯については単素子
のダイポールアンテナとして動作する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体基板に形成される多層構造のアンテナ装置であって、
　互いに平行に延びる２層の導電性パターンで構成され、第１の周波数帯については先端
開放型の折り返しダイポールアンテナとして動作し、前記第１の周波数帯よりも高い第２
の周波数帯については信号の伝送線路として動作する第１の平行線路と、
　前記第１の平行線路の途中から枝別れして互いに平行に延びた後、逆方向に折れ曲がっ
た２層の導電性パターンで構成され、前記第２の周波数帯については単素子ダイポールア
ンテナとして動作する第２の平行線路と、
　を備えるアンテナ装置。
【請求項２】
　前記第２の平行線路は、前記第１の平行線路上に複数設けられ、
　前記第２の平行線路それぞれで送受信され、前記第２の平行線路が設けられる間隔は、
　前記第１の平行線路を伝送される前記第２の周波数帯の無線信号の位相差が２πとなる
間隔である、
　請求項１に記載のアンテナ装置。
【請求項３】
　複数の前記第２の平行線路は、同じ向きで配設されている、
　請求項２に記載のアンテナ装置。
【請求項４】
　前記第１の平行線路の各線路は、メアンダ状に折り返されながら延びている、
　請求項１から３のいずれか一項に記載のアンテナ装置。
【請求項５】
　前記誘電体基板は、
　前記第２の平行線路が設けられた位置に、前記第２の平行線路がダイポールアンテナと
して動作する前記第２の周波数帯の無線信号の送受信方向に張り出す張り出し部を有する
、
　請求項４に記載のアンテナ装置。
【請求項６】
　前記第１の平行線路における、先端開放型の折り返しダイポールアンテナとして動作す
る部分の全長が、前記第１の周波数帯の無線信号の波長の１／２であり、
　前記第２の平行線路において、ダイポールアンテナとして動作する部分の全長が、前記
第２の周波数帯の無線信号の波長の１／２である、
　請求項１から５のいずれか一項に記載のアンテナ装置。
【請求項７】
　前記第１の周波数帯は、ＵＨＦ帯であり、
　前記第２の周波数帯は、ミリ波帯である、
　請求項１から６のいずれか一項に記載のアンテナ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アンテナ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年急速に普及したスマートフォンには、４ＧもしくはＬＴＥ（Long Term Evolution
）通信システム用のアンテナ以外にも無線ＬＡＮ（Ｗｉｆｉ）やワンセグ受信用のアンテ
ナなど、様々な周波数帯のアンテナが内蔵されている。このため、従来より、各種アンテ
ナの実装方法の研究が進められている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　また、次世代の移動通信システムとして、第５世代の移動通信システム（５Ｇ）に関す
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る検討が既に世界各所で始まっており、５Ｇ用小型携帯端末において、超高速通信が可能
なミリ波帯通信システムの搭載が検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】S. Yoshida, et al., ”5-GHz band 3-stacked meander line antenna 
using multi-layered organic substrates,” in Proc. IEEE AP-S Int. Symp., Jul. 20
10.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このように、小型の携帯端末では、周波数帯がそれぞれ異なる複数の通信方式で通信で
きることが要求されている。周波数帯の異なる複数の通信方式で通信を行うためには、そ
れぞれの周波数帯の無線信号を送受信可能な複数のアンテナが必要になる。しかしながら
、複数のアンテナをそれぞれ携帯端末に組み込めば、装置全体が大型化することが懸念さ
れる。
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、複数の異なる周波数帯の送受信を可
能としつつ小型化を実現することができるアンテナ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係るアンテナ装置は、
　誘電体基板に形成される多層構造のアンテナ装置であって、
　互いに平行に延びる２層の導電性パターンで構成され、第１の周波数帯については先端
開放型の折り返しダイポールアンテナとして動作し、前記第１の周波数帯よりも高い第２
の周波数帯については信号の伝送線路として動作する第１の平行線路と、
　前記第１の平行線路の途中から枝別れして互いに平行に延びた後、逆方向に折れ曲がっ
た２層の導電性パターンで構成され、前記第２の周波数帯については単素子ダイポールア
ンテナとして動作する第２の平行線路と、
　を備える。
【０００８】
　この場合、前記第２の平行線路は、前記第１の平行線路上に複数設けられ、
　前記第２の平行線路それぞれで送受信され、前記第２の平行線路が設けられる間隔は、
　前記第１の平行線路を伝送される前記第２の周波数帯の無線信号の位相差が２πとなる
間隔である、
　こととしてもよい。
【０００９】
　複数の前記第２の平行線路は、同じ向きで配設されている、
　こととしてもよい。
【００１０】
　前記第１の平行線路の各線路は、メアンダ状に折り返されながら延びている、
　こととしてもよい。
【００１１】
　前記誘電体基板は、
　前記第２の平行線路が設けられた位置に、前記第２の平行線路がダイポールアンテナと
して動作する前記第２の周波数帯の無線信号の送受信方向に張り出す張り出し部を有する
、
　こととしてもよい。
【００１２】
　前記第１の平行線路における、先端開放型の折り返しダイポールアンテナとして動作す
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る部分の全長が、前記第１の周波数帯の無線信号の波長の１／２であり、
　前記第２の平行線路において、ダイポールアンテナとして動作する部分の全長が、前記
第２の周波数帯の無線信号の波長の１／２である、
　こととしてもよい。
【００１３】
　前記第１の周波数帯は、ＵＨＦ帯であり、
　前記第２の周波数帯は、ミリ波帯である、
　こととしてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、複数の異なる周波数帯の無線信号の送受信を行うアンテナと伝送線路
とを共通化することができるので、複数の異なる周波数帯の送受信を可能としつつ小型化
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１に係るアンテナ装置の構成を示す斜視図である。
【図２】図１のアンテナ装置の構造を示す分解斜視図である。
【図３】アンテナ装置を構成する給電部付近の拡大図である。
【図４】第１の伝送線路の等価回路図である。
【図５】アンテナ装置を構成する第２の伝送線路付近の拡大図である。
【図６】図１のアンテナ装置の等価回路図である。
【図７】第２の伝送線路の配列間隔を示す模式図である。
【図８】ＵＨＦ帯の無線信号を送受信する場合の伝送線路内の電流密度を示す図である。
【図９】第１の平行線路から出力されるＵＨＦ帯の無線信号の放射パターンを示す図であ
る。
【図１０】ＵＨＦ帯の無線信号を送受信する場合の伝送線路内の電流密度を示す図である
。
【図１１】第２の平行線路から出力されるミリ波帯の無線信号の放射パターンを示す図で
ある。
【図１２】本発明の実施の形態２に係るアンテナ装置の構成を示す上面図である。
【図１３】図１２のアンテナ装置の構成の変形例を示す上面図である。
【図１４】（Ａ）は、本発明の実施の形態１に係るアンテナ装置におけるＵＨＦ帯の無線
信号の放射パターンを示す図である。（Ｂ）は、第２の平行線路を有しないアンテナ装置
におけるＵＨＦ帯の無線信号の放射パターンを示す図である。
【図１５】（Ａ）は、本発明の実施の形態１に係るアンテナ装置におけるミリ波帯の無線
信号の放射パターンを示す図である。（Ｂ）は、第２の平行線路を有しないアンテナ装置
におけるミリ波帯の無線信号の放射パターンを示す図である。
【図１６】（Ａ）は、本発明の実施の形態１に係るアンテナ装置におけるＵＨＦ帯でのＳ
パラメータＳ１１（反射係数）の周波数特性を示す図である。（Ｂ）は、アンテナ装置に
おけるミリ波帯でのＳパラメータＳ１１（反射係数）の周波数特性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
実施の形態１．
　まず、本発明の実施の形態１について説明する。
【００１８】
　図１に示すアンテナ装置１Ａは、異なる２つの周波数帯の無線信号の送受信を行うアン
テナである。より具体的には、アンテナ装置１Ａは、第１の周波数帯としてのＵＨＦ帯（
３００ＭＨｚ以上３ＧＨｚ以下）の無線信号の送受信と、第２の周波数帯としてのミリ波
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帯（例えば３０ＧＨｚ又は６０ＧＨｚ）の無線信号の送受信と、を行う。
【００１９】
　図１に示すように、アンテナ装置１Ａは、誘電体基板２から構成される。誘電体基板２
は、矩形平板状の誘電体物質から成る。本実施の形態では、誘電体基板２の長手方向をＹ
軸方向とし、短手方向をＸ軸方向とする。
【００２０】
　図２に示すように、誘電体基板２は、５つの層２Ａ～２Ｅが積層されて構成される。す
なわち、誘電体基板２は、多層構造の基板である。５つの層２Ａ～２Ｅは、大きさが同じ
で、厚みが均一で細長い矩形平板状の層である。
【００２１】
　５つの層２Ａ～２Ｅのうちの最下層である層２Ａには、アンテナ装置１Ａの給電部３が
形成されている。その上の層２Ｂには、給電部３とさらにその上の導電性パターンとを電
気的に接続するスルーホール４が形成されている。
【００２２】
　また、下から３番目の層２Ｃ及び５番目の層２Ｅには、導電性パターンが形成されてお
り、その間の層２Ｄは、誘電体のみで構成されている。以下では、導電性パターンが形成
された層２Ｃ，２Ｅのうち、層２Ｃを第１層とし、層２Ｅを第２層とする。
【００２３】
　給電部３は、アンテナ装置１Ａにおける唯一の給電点である。給電部３には、給電導体
３Ａと、接地導体３Ｂとが形成されている。給電導体３Ａは、点状の端子であり、接地導
体３Ｂは、矩形平板状の導体である。接地導体３Ｂでは、中央付近に貫通孔が設けられて
おり、その貫通孔内に給電導体３Ａが設けられているため、同軸構造となっている。
【００２４】
　層２Ｂでは、スルーホール４として、２つのスルーホール４Ａ，４Ｂが形成されている
。スルーホール４Ａは、給電導体３Ａと電気的に接続され、スルーホール４Ｂは、接地導
体３Ｂと電気的に接続されている。
【００２５】
　上述のように、図１に示す誘電体基板２は、５つの層２Ａ～２Ｅを積層した構造を有し
ている。これにより、誘電体基板２には、第１の平行線路１１と、第２の平行線路１２と
、が設けられている。
【００２６】
　第１の平行線路１１は、互いに平行に延びる２層（第１層２Ｃ、第２層２Ｅ）の導電性
パターンから構成される。第１の平行線路１１における第１層２Ｃの導電性パターンを第
１の導電性パターン１１Ａとし、第２層２Ｅの導電性パターンを第２の導電性パターン１
１Ｂとする。
【００２７】
　第１の導電性パターン１１Ａは、ラインパターン１１Ａａと、ラインパターン１１Ａｂ
とに分かれている。図２及び図３に示すように、ラインパターン１１Ａａ，１１Ａｂとは
、互いに対向するそれぞれの一端から逆方向（－Ｙ方向、＋Ｙ方向）に延びている。具体
的には、ラインパターン１１Ａａは、メアンダ状に折曲がりながら、－Ｙ方向に延びてお
り、ラインパターン１１Ａｂは、メアンダ状に折曲がりながら、＋Ｙ方向に延びている。
【００２８】
　図２に示すように、ラインパターン１１Ａａは、ラインパターン１１Ａｂと対向する側
の一端で、スルーホール４Ａを介して給電導体３Ａと接続されており、ラインパターン１
１Ａｂはラインパターン１１Ａａと対向する側の一端で、スルーホール４Ｂを介して接地
導体３Ｂと接続されている。このように、ラインパターン１１Ａａとラインパターン１１
Ａｂとで、ＵＨＦ帯のダイポールアンテナのアンテナ部分が形成される。この場合、給電
導体３Ａ、接地導体３Ｂから、スルーホール４Ａ，４Ｂまでは同軸線路、スルーホール４
Ａ，４Ｂから、ラインパターン１１Ａａ，１１Ａｂの端部までの伝送線路は、レッヘル線
路となる。



(6) JP 2019-68421 A 2019.4.25

10

20

30

40

50

【００２９】
　ラインパターン１１Ａａ，１１Ａｂでは、先端開放型の折り返しダイポールアンテナと
して動作する部分の長さ（メアンダ状に折れ曲がった線分の合計の長さ）が、ＵＨＦ帯（
第１の周波数帯）の無線信号の波長の１／４となっている。これにより、ラインパターン
１１Ａａ，１１Ａｂ全体の長さは、ＵＨＦ帯（第１の周波数帯）の無線信号の波長の１／
２となっている。
【００３０】
　一方、第２の導電性パターン１１Ｂは、１本の導電性パターンである。図２に示すよう
に、第２の導電性パターン１１Ｂは、第１の導電性パターン１１Ａに対して、誘電体の層
２Ｄを挟んで配設されている。第２の導電性パターン１１Ｂは、第１の導電性パターン１
１Ａ（ラインパターン１１Ａａ、ラインパターン１１Ａｂ）と、平行となるように延びて
いる。すなわち、第２の導電性パターン１１Ｂは、第１の導電性パターン１１Ａと同じ形
状を有し、Ｙ軸方向をメアンダ状に延びている。第２の導電性パターン１１Ｂの全長は、
ＵＨＦ帯（第１の周波数帯）の無線信号の波長の１／２となっている。
【００３１】
　このように、第１の平行線路１１は、ダイポールアンテナの形状を有する第１の導電性
パターン１１Ａ（ラインパターン１１Ａａ、ラインパターン１１Ａｂ）と、第１の導電性
パターン１１Ａに平行な第２の導電性パターン１１Ｂとで構成されている。また、第１の
導電性パターン１１Ａ、第２の導電性パターン１１Ｂの全長は、ＵＨＦ帯（第１の周波数
帯）の無線信号の波長の１／２となっている。したがって、第１の平行線路１１は、図４
に示すように、ＵＨＦ帯については先端開放型の折り返しダイポールアンテナとして動作
する。
【００３２】
　一方、図５に示すように、第２の平行線路１２は、第１の平行線路１１の途中から枝別
れする導電性パターンで構成されている。第２の平行線路１２における第１層の導電性パ
ターンを第１の導電性パターン１２Ａとし、第２層の導電性パターンを第２の導電性パタ
ーン１２Ｂとする。第１の導電性パターン１２Ａは、第１の平行線路１１の第１の導電性
パターン１１Ａと電気的に接続しており、第２の導電性パターン１２Ｂは、第１の平行線
路１１の第２の導電性パターン１１Ｂと電気的に接続している。
【００３３】
　第１の導電性パターン１２Ａは、＋Ｘ方向に延びるラインパターン１２Ａａと、ライン
パターン１２Ａａから折れ曲がって＋Ｙ方向に延びるラインパターン１２Ａｂと、を備え
る。第２の導電性パターン１２Ｂは、＋Ｘ方向に延びるラインパターン１２Ｂａと、ライ
ンパターン１２Ｂａから折れ曲がって－Ｙ方向に延びるラインパターン１２Ｂｂと、を備
える。
【００３４】
　ラインパターン１２Ａａとラインパターン１２Ｂａは、互いに平行に延びており、ライ
ンパターン１２Ａｂとラインパターン１２Ｂｂとは、逆方向に延びている。すなわち、第
１の導電性パターン１２Ａ、第２の導電性パターン１２Ｂは、互いに平行に延びた後、逆
方向に折れ曲がった２層の導電性パターンで構成されている。
【００３５】
　ラインパターン１２Ａａとラインパターン１２Ｂａとは、レッヘル線路として機能する
。また、ラインパターン１２Ａｂと、ラインパターン１２Ｂｂとは、単素子ダイポールア
ンテナとして動作する。第２の平行線路１２において、単素子ダイポールアンテナとして
動作する部分であるラインパターン１２Ａｂと、ラインパターン１２Ｂｂのそれぞれの長
さは、ミリ波帯（第２の周波数帯）の無線信号の波長の１／４である。したがって、ライ
ンパターン１２Ａｂ，１２Ｂｂの全体の長さは、その無線信号の波長の１／２となる。
【００３６】
　このように、第２の平行線路１２は、ミリ波帯（第２の周波数帯）については単素子の
ダイポールアンテナとして動作する。なお、第１の平行線路１１は、第２の周波数帯（ミ
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リ波帯）の無線信号についてはその無線信号の伝送線路として動作する。
【００３７】
　図６には、本実施の形態に係るアンテナ装置１Ａの等価回路が示されている。図６に示
すように、第１の平行線路１１は、ＵＨＦ帯の先端開放型折り返しダイポールアンテナと
して動作し、第２の平行線路１２は、ミリ波帯のダイポールアンテナとして動作する。こ
の場合、第１の平行線路１１は、ミリ波帯の無線信号の伝送線路として動作する。
【００３８】
　図７に示すように、第２の平行線路１２は、第１の平行線路１１上で、第２の平行線路
１２で送受信されるミリ波帯の無線信号の波長の位相差が２πｍ（ｍは自然数）となる間
隔で、複数設けられている。また、図１に示すように、アンテナ装置１Ａにおいて、複数
の第２の平行線路１２は、同じ向きで配設されている。このようにすれば、複数の第２の
平行線路１２は、ミリ波帯の無線信号のアンテナアレイとして動作する。
【００３９】
　なお、ミリ波アンテナである第２の平行線路１２の間隔は、素子同士が物理的に接触し
てしまう半波長以上の間隔であってもよい。この場合、給電位相差によりミリ波の無線信
号の送受信方向は＋ｘ方向に対して角度を持つようになる。
【００４０】
　次に、本実施の形態１に係るアンテナ装置１Ａの動作について説明する。
【００４１】
　まず、ＵＨＦ帯の無線信号を送受信する場合には、第１の平行線路１１及び第２の平行
線路１２における電流密度のベクトルは、図８に示すようになる。図８に示すように、第
１の平行線路１１の全長が、ＵＨＦ帯の無線信号の波長のλ／２であるため、第１の平行
線路１１は、ＵＨＦ帯の無線信号の先端開放型のダイポールアンテナとして動作する。一
方、第２の平行線路１２は、ＵＨＦ帯の無線信号の波長よりも極めて短いため、この部分
での電流密度に変化はなく、第１の平行線路１１は、無線信号の送受信状態には影響を与
えていない。
【００４２】
　図９には、第１の平行線路１１から出力される、ミリ波帯の無線信号の放射パターンが
示されている。図９に示すように、放射パターンはドーナツ状で均一となっており、極め
て良好である。
【００４３】
　続いて、ミリ波帯の無線信号を送受信する場合には、第１の平行線路１１及び第２の平
行線路１２における電流密度のベクトルは、図１０に示すようになる。図１０に示すよう
に、第１の平行線路１１は、ミリ波帯の無線信号の波長よりも十分に長いため、ミリ波帯
の無線信号の伝送線路として動作する。第２の平行線路１２の全長は、ミリ波帯の無線信
号の波長のλ／２であるため、第２の平行線路１２は、ミリ波帯の無線信号のダイポール
アンテナとして動作し、ミリ波帯の無線信号を出力する。
【００４４】
　図１１には、第２の平行線路１２から出力される、ミリ波帯の無線信号の放射パターン
が示されている。図１１に示すように、放射パターンは、＋Ｘ方向の指向性を持ち、アン
テナアレイとして良好に動作していることが確認されている。
【００４５】
　以上詳細に説明したように、本実施の形態によれば、複数の異なる周波数帯（第１の周
波数帯（ＵＨＦ帯）、第２の周波数帯（ミリ波帯））の無線信号の送受信を行うアンテナ
と伝送線路とを第１の平行線路１１として共通化し、給電部３も共通化することができる
ので、複数の異なる周波数帯の送受信を可能としつつ小型化を実現することができる。
【００４６】
　また、本実施の形態によれば、第２の平行線路１２は、第１の平行線路１１上に複数設
けられている。第２の平行線路１２が設けられる間隔は、第１の平行線路１１を伝送され
るミリ波帯（第２の周波数帯）の無線信号の位相差が２πｍ（ｍは自然数）となる間隔で
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ある。このようにすれば、第２の平行線路１２を、ミリ波帯（例えば６０ＧＨｚ帯）の無
線信号を送受信するアンテナアレイを実現することができる。６０ＧＨｚ帯の無線信号は
減衰し易く強度が急激に弱くなる。したがって、アンテナ装置１Ａのように、ダイポール
アンテナをアレイに配置すれば、送受信強度を高めることができる。
【００４７】
　また、本実施の形態によれば、第１の平行線路１１の各線路は、メアンダ状に折り返さ
れながら延びている。このようにすれば、アンテナ装置１Ａを小型化することができる。
しかしながら、本発明はこれには限られない。第１の平行線路１１は、メアンダ状に折り
返されていなくてもよく、例えば、直線状であってもよいし、一方向に折れ曲がっている
だけでもよい。
【００４８】
　また、本実施の形態によれば、第１の平行線路１１の折り返し周期は、それぞれの第２
の平行線路１２で受信され、第１の平行線路１１を伝送される第２の周波数帯の信号の位
相差が２πｍ（ｍは自然数）となる間隔である。また、複数の第２の平行線路１２は、同
じ向きとなるように配設されている。このようにすれば、ミリ波帯の無線信号を送受信す
るアンテナアレイを構築して、アンテナで送受信される無線信号の強度を大きくすること
ができる。
【００４９】
　なお、本実施の形態では、ミリ波アンテナ、すなわち第２の平行線路１２の数を８つと
したが、本発明はこれには限られない。第２の平行線路１２は少なくとも１つ設けられて
いればよい。
【００５０】
実施の形態２．
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。
【００５１】
　図１２に示すように、本実施の形態に係るアンテナ装置１Ｂの構成は、誘電体基板２の
形状が異なる他は、上記実施の形態に係るアンテナ装置１Ａの構成と同じである。
【００５２】
　アンテナ装置１Ｂでは、第２の平行線路１２によって構成されるミリ波帯（第２の周波
数帯）の電波の偏波方向（送受信方向）に誘電体基板２が張り出している。この張り出し
た部分を張り出し部１０とする。ミリ波帯の無線信号を給電部３から出力する場合には、
第１の平行線路１１は、ミリ波帯の無線信号を送信する伝送線路として動作し、第２の平
行線路１２は、ミリ波帯の無線信号を出力するダイポールアンテナとなる。
【００５３】
　張り出し部１０は、この第２の平行線路１２で送受信される無線信号の電波の導波路と
なる。張り出し部１０を備えることにより、第２の平行線路１２で送受信されるミリ波帯
の無線信号の送受信の感度を高めることができる。
【００５４】
　なお、図１３に示すように、張り出し部１０はテーパ状になっていてもよい。このよう
にすれば、第２の平行線路１２で送受信されるミリ波帯の無線信号の送受信の感度をさら
に高めることができる。
【００５５】
　上記各実施の形態では、第１の周波数帯をＵＨＦ波帯とし、第２の周波数帯をミリ波帯
としたが、本発明はこれには限られない。第１の周波数帯及び第２の周波数帯は、他の周
波数帯（例えば、２．５ＧＨｚなど）であってもよい。
【００５６】
　本実施の形態に係るアンテナ装置１Ａと、第２の平行線路１２を有しないアンテナ装置
とで、放射パターンの測定を行った。図１４（Ａ）には、アンテナ装置１ＡにおけるＵＨ
Ｆ帯（６９８ＭＨｚ）の無線信号の放射パターンが示されている。また、図１４（Ｂ）に
は、第２の平行線路１２を有しないアンテナ装置におけるＵＨＦ帯（６９８ＭＨｚ）の無
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線信号の放射パターンが示されている。図１４（Ａ）、図１４（Ｂ）におけるｘ、ｚは、
図１におけるＸ，Ｚに対応する。図１４（Ａ）及び図１４（Ｂ）を比較するとわかるよう
に、ＵＨＦ帯においては、いずれのアンテナ装置でも、各信号の放射強度はＸＺ面内でほ
ぼ均一であり、良好に動作している。
【００５７】
　図１５（Ａ）には、アンテナ装置１Ａにおけるミリ波帯（６０ＧＨｚ）の無線信号の放
射パターンが示されている。また、図１５（Ｂ）には、第２の平行線路１２を有しないア
ンテナ装置のミリ波帯（６０ＧＨｚ）の無線信号の放射パターンが示されている。図１５
（Ａ）、図１５（Ｂ）におけるｘ、ｙは、図１におけるＸ，Ｙに対応する。図１５（Ａ）
及び図１５（Ｂ）を比較するとわかるように、ミリ波帯においては、第２の平行線路１２
を有するアンテナ装置１Ａの方が、＋ｘ方向において放射強度が大きくなっており、ダイ
ポール素子が効果的に動作している。
【００５８】
　また、アンテナ装置１ＡにおけるＳパラメータＳ１１（反射係数）を測定した。図１６
（Ａ）に示すように、０．４ＧＨｚから１．２ＧＨｚのＵＨＦ帯では、シミュレーション
でも実測でも、ＳパラメータＳ１１が０ｄＢを下回った。また、図１６（Ｂ）に示すよう
に、４０ＧＨｚから８０ＧＨｚのミリ波帯では、シミュレーションでも実測でも、Ｓパラ
メータＳ１１が０ｄＢを下回り－１０ｄＢ程度となり、良好な結果が得られた。
【００５９】
　この発明は、この発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施の形態及び
変形が可能とされるものである。また、上述した実施の形態は、この発明を説明するため
のものであり、この発明の範囲を限定するものではない。すなわち、この発明の範囲は、
実施の形態ではなく、特許請求の範囲によって示される。そして、特許請求の範囲内及び
それと同等の発明の意義の範囲内で施される様々な変形が、この発明の範囲内とみなされ
る。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明は、複数の異なる周波数帯の無線信号を送受信するアンテナ装置に適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００６１】
　１Ａ，１Ｂ　アンテナ装置、２　誘電体基板、２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ，２Ｅ　層、３
　給電部、３Ａ　給電導体、３Ｂ　接地導体、４，４Ａ，４Ｂ　スルーホール、１０　張
り出し部、１１　第１の平行線路、１１Ａ　第１の導電性パターン、１１Ａａ、１１Ａｂ
　ラインパターン、１１Ｂ　第２の導電性パターン、１２　第２の平行線路、１２Ａ　第
１の導電性パターン、１２Ａａ，１２Ａｂ　ラインパターン、１２Ｂａ，１２Ｂｂ　ライ
ンパターン、１２Ｂ　第２の導電性パターン
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